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出能力が異なるか、【研究 3】では、学習者が産出したイントネーションにどのような音声的な

特徴が見られるかを検討した。各研究で以下のことが明らかになった。 
【研究 1】では、聴解印象評価の分析から、どの終助詞も学年が上がるにつれてイントネー

ションによる発話意図の伝達能力が向上すること、各終助詞は機能によって産出能力の発達パ

ターンが異なること、「ね」「よ」「よね」のうち、「ね」のイントネーション産出が特に難しい

ことが明らかになった。 
【研究 2】では、音声の学習リソースの使用、および発音やイントネーションに対する注意

度と聴覚印象評価との関係を分析した。その結果、授業外で利用する学習リソースからの音声

インプットが適切なイントネーションの産出と関係していることが明らかになった。一方、発

音習得には発音に対する意識化が重要であるが、自身の発音に意識するだけでは適切なイント

ネーションの産出には結びつかないことが示され、明示的な教育的介入の必要性が示唆された。 
【研究 3】では、学習者が産出したイントネーションパターンの音声的特徴を母語話者の産

出と比較しながら分析した。その結果、発話意図の伝達が明確かどうかは、イントネーション

パターン、終助詞部分および文全体のピッチ変化の程度、終助詞と前接する語のアクセントな

どの適切性がかかわっていることが明らかになった。 
以上の 3 つの研究によって、終助詞による発話意図の伝達能力の発達パターンが終助詞の機

能によって異なること、発話意図の伝達能力が、授業外での音声リソースの利用と関連がある

こと、学習者の終助詞イントネーションには、音声的な適切性に問題があることを明らかにし

た。 
これらの結果から、産出難易度の高い機能を中心にイントネーションパターンを明示的に提

示する音声指導や、授業外の学習リソースの自律的、積極的な使用を促進する指導が必要であ

ることが示唆された。したがって、教室内での音声指導と授業外の自律学習の連携方法を考え

ることが今後の重要な教育的課題となるだろう。 
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要旨 

日本国内のグローバル化の推進や日本社会の少子高齢化の問題がクローズアップされる中、

言語や文化が異なる人々との共生は、日本社会で生活する誰もが経験しうる課題といっても過

言ではない。特に、今後の日本社会を担う日本人学生たちにとって、外国人を始めとして異な

る文化的背景を持つ人々との間の差異を認めながら相手と友好な関係を構築することがますま

す重要になっていると考えられる。そこで本研究は、（1）日本人学生の中で留学生と親密な友

人関係が構築できている学生に注目し、日本人学生は留学生とどのようなプロセスで関係を深

め親密な友人関係を構築したのかという親密化のプロセス、（2）親密な友人関係を構築し維持

した経験をめぐって、日本人学生は、文化的差異をどのように認識し意味づけてきたのか、ま

た異文化に対して自分の行動をどのように調整し受け容れてきたのかという異文化受容態度の

変容過程を明らかにすることをめざした。具体的には、まず、【研究1】では、日本人学生の

視点から留学生との友人関係の親密化のプロセスについて検討した。その次の段階の【研究

2】では、異文化間の親密な友人関係の過程における異文化に対する態度に注目し、日本人学

生の異文化受容態度の変容過程について検討した。本研究は、特に日本の留学生の約6割を占

め、日本人学生と接触機会が多い中国人留学生の親密な友人を持つ日本人学生を対象とした。 

【研究1】では、日本人学生の中国人留学生と親密な友人関係を構築するプロセスを明らか

にすることを目的とした。具体的には、まず、中国人留学生の親密な友人がいる日本人学生5

名に対して、中国人留学生との友人関係の構築過程において、どのような行動をとったのか、

どのような感情を伴ったのかについて質問した。そして、インタビューで得られたデータは複
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線径路・等至性モデル（以下TEM)を用いて分析し、結果図を作成した。その結果、TEM図によ

って、日本人学生は、中国人留学生との大学キャンパス内で相手と出会ってから双方向の交流

ができるように模索する時期、行動様式の差異に違和感を持ちながらもキャンパス内で共行動

をする時期、キャンパス以外で行動を共にしてプライベートな話をしながら相性や価値観など

を確認する時期、文化的差異による葛藤が生じた時に相手との直接的な交流を通じて自文化の

行動様式を内省する時期、文化的差異を尊重し理解したうえで友人関係を形成および維持する

時期という５つの時期からなる親密化過程を提示することができた。この結果から、日本人学

生は中国人留学生とクラスやサークル内などでの交流から、大学キャンパス内での交流、大学

キャンパス以外での交流へとその交流の場が移行するに伴い、相手と親密な友人関係を構築す

ることが確認できた。 

【研究1】に続く研究として、【研究2】は異文化間の友人関係の親密化のプロセスにおい

て、日本人学生の異文化受容態度の変容について検討した。具体的には、中国人留学生の親密

な友人がいる日本人学生10名に対して、中国人留学生との親密な友人関係の構築過程、また

構築過程における自他文化の差異をどのように認知するか、認知された差異に対してどのよう

に考え対応するかなどについて半構造化インタビューを行った。得られたデータは修正版グラ

ウンデッド・セオリー・アプローチ(以下M-GTA)を用いて分析を行い、日本人学生の中国留学

生との友人関係の構築過程における異文化に対する態度がどのように変容するかというプロセ

スをモデル化した。その結果、M-GTAの結果図が示されたように、まず、日本人学生には、中

国人留学生と接触する前に、異文化に対して逃避と憧れの2つの異なる態度があることがうか

がわれた。次に、中国人留学生との親密な接触をする中で、日本人学生の異文化受容態度が、

【文化的差異の認知】【文化的差異の解釈】【文化的差異の受容】の3つの段階で変化すること

を示した。最終的には、この３つの段階を経て、日本国内の外国人に対する好意的な態度への

変化や、相手の母国などの海外への興味関心が拡大することが確認でき、好意的かつ積極的な

異文化受容態度を獲得する過程を実証的に示すことができた。 

本研究の最終成果として、【研究1】「日本人学生の中国人留学生との親密化のプロセス」と

【研究2】「日本人学生の中国人留学生との親密化のプロセスにおける異文化受容態度の変

容」を統合し、視覚的なモデルを提示した。このモデルの特徴は、日本人学生の中国人留学生

との親密化のプロセスに注目しつつ、同一個人の内部の変化にも注目する点である。日本人学

生が中国人留学生と親密化することによって、文化的差異に対する気づきを得て肯定的な意味

づけをし、さらに文化的差異に対する抵抗感を緩和し、自分の受け止め方を調整し、受容へと

変化することが確認できた。日本人学生と留学生との出会いは、友人関係構築の起点である同

時に、異文化に対する態度への変化の起点であること、日本人学生は留学生との友人関係形成

によって、文化的差異をより深く理解し、異文化受容態度を獲得することにつながることがわ

かった。本研究におけるモデルは、日本人学生と中国人留学生が友人関係を構築する際に、文

化的差異への捉え方がプロセスの前進や後退の原動力となることを示している。すなわち、円

滑な対人関係は異文化を学ぶ最終成果物であるだけではなく、推進力にもなると考えられる。 
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